
トルコ共和国のユダヤ人コミュニティ
反ユダヤ的言説の諸局面

小 山 皓一郎

は じ め に

今日イスラーム世界と総称される広大な地域は預言者ムハンマドが出現するまで，キリスト教・

ユダヤ教・ゾロアスター教・仏教からシャーマニズムまでも包含する異教の世界であった。イスラ

ームの勃興と拡大によってムスリムが多数を占める世界に変貌して行ったが，この「イスラーム

化」の現象がどのような過程を経て，どれほどの徹底性をもって推進されたかという問題と取り組

んだ研究は，これまで決して多くなかった。ムスリムの研究者にとっては，「イスラーム化」はい

まさら取り上げるまでもない自明のことと認識され，むしろ「イスラーム化」の対象とされた非ム

スリム出身者の側からの研究が目立っているが，いずれの側にとっても，冷静で客観的な史観を貫

きにくい問題であったにちがいない。

ところで，わが国ではしだいに多くの研究者によって，イスラーム社会における非ムスリム（キ

リスト教諸教派・ユダヤ人・アルメニア人など）にかんする問題が取り上げられるようになった。

これらの研究から明らかになったのは，これまでキリスト教社会との対比で語られてきたイスラー

ム社会の「宗教的な寛容性」とか，「多様な宗教の共存」などといった通説のふくむ矛盾と曖昧さ

であった。今日の世界の現実を見るなら，ドイツ・フランスなど西欧諸国に住み着いたムスリム人

口が数百万に達し，イスラームを固守して「政教分離」を無視するほどの活力を見せているのにひ

きかえ，イスラーム諸国の非ムスリム・コミュニティの多くは衰弱と減少の一途をたどっている。

本稿はイスラーム社会におけるムスリムと非ムスリムの対立と摩擦の問題を，トルコ共和国にお

けるムスリムとユダヤ人の関係に焦点を絞って考察するものである。トルコ共和国は，12年，オ

スマン帝国を打倒して成立した新しい国家である。オスマン帝国がオスマン王朝の支配下に多民族

と多宗教の社会を実現したのに対して，トルコ共和国はその名が示すように，単一民族トルコ人に

よる国民国家（nation state）の建設を目標としていた。建国の父アタチュルクの「我はトルコ人

なりと言いうるものは幸いなるかな」というトルコでは有名な金言は，オスマン帝国時代に卑しま

れたトルコ人という民族名の復権を意図したものであったが，今ではむしろ少数民族や非ムスリ

ム・マイノリティの「トルコ化」を促進する標語として引用されている。

現在のトルコの総人口は70万人を越えているが，その大部分はムスリムであってキリスト教

徒・ユダヤ教徒など非ムスリムの人口は１パーセントにも達していない。オスマン帝国を構成した

諸民族はしばしばモザイクにたとえられたが，トルコ共和国のマイノリティはムスリムの先住民ク
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ルド人を唯一の例外として，モザイクを形成するにはあまりに微細な断片にすぎない。ユダヤ人コ

ミュニティは，これら微細な断片の一つである。圧倒的な多数を占めるトルコ・ムスリム社会にお

いて，彼らはどのように共存あるいは共生してきたのであろうか。ここではトルコ共和国の成立以

後，ユダヤ人・コミュニティが遭遇したいくつかの事件に関連して，その前後に飛び交ったさまざ

まな反ユダヤ的言説を手がかりに，その意味するところを考えていきたい。

Ⅰ．「マドリードへの祝電」事件

12年２月2日，トルコの新聞はいっせいに次のような記事を掲げている。コロンブスの新大陸

発見を記念してスペインで開催されている記念式典に対して，イスタンブルとイズミルのユダヤ人

指導者30人が連名で，マドリードに向けて敬意と連帯を表明する祝電を送信したというのである。

『ジュムフリエット（共和国）』紙は，この30人の名簿をすでに入手しており，近く発表する予定

があるとし，この件について政府当局の早急な捜査を要望した。さらにトルコのユダヤ人がスペイ

ンの異端審問から逃れてオスマン帝国に移住して以来，寛容さと豊かさを享受してきた歴史を回顧

し，これら30人のユダヤ系市民を「蛇」と呼び，「恩知らずの商売人」と罵っている。また『ヴァ

キット（時代）』紙は，「トルコには二つの顔を持つ者の生きる場所はない」と書き，『ミッリエッ

ト（民族）』紙も第１面に「忘恩者たち」という見出しつきの記事を掲げた。ただ一つ『アクシャ

ム（夕刊）』紙だけが，この祝電について解説なしの記事にとどめている。

これらの新聞記事は当然のことながら，トルコ各地のユダヤ人コミュニティに深刻な衝撃をあた

えた。イスタンブル，イズミル，エディルネ，アンカラ，ブルサのユダヤ人指導者たちは，彼らが

トルコ共和国にのみ忠誠を誓うものであり，上述のようなスペインへの祝電については，まったく

聞き及んでいないという声明を出した。ユダヤ人のアヴラム・ガランティ教授は新聞社に対して，

このような記事の信憑性を疑う声明文を送りつけ，諸新聞がかれを「トルコ人の友」と揶揄したの

に反発して，「いや，わたしはトルコ人の友ではない。トルコ人なのだ」と述べている。一方，首

都アンカラにはユダヤ人代表団が出頭し，政府当局に対して反ユダヤ的な宣伝記事を差し止めるよ

う要請した。

この事件は国外にも波紋をおよぼし，国際ユダヤ人社会からの抗議が殺到したため，イスメッ

ト・イノニュ首相はトルコ政府が国内のユダヤ人の忠誠心に満足しており，反ユダヤ的な新聞記事

に憂慮しているという声明を出した。その後も反ユダヤ的なマスコミ報道は続けられたが，マドリ

ードへの祝電に名を連ねたとされる30人のリストも，祝電の本文も，宛て先のアドレスもまった

く公表されず，問い合わせを受けたスペイン電信局は，このような電文を受信した記録がないこと

を明らかにした。一方，トルコの警察および検察当局は捜査に熱意を示さず，ついに公式の捜査報

告を出していない。

以上のような経緯から見て，この事件の記事は捏造であったと見て誤りないと思われるが，捏造

記事の背景にユダヤ人に対する敵意があったことも間違いないだろう。この頃トルコの諸新聞は，

ユダヤ人がラディーノ（ユダヤ・スペイン）語やフランス語を第一言語として，国家の言語である
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トルコ語を話さないことを執拗に非難していた。また直接の動機としては，ユダヤ人をふくむ非ム

スリム・マイノリティに対して，彼らの宗教・言語・慣習法の保護を規定したローザンヌ条約第4

-4条に対する権利を放棄させるための，暗黙の圧力ではなかったかという見方もある。この「マ

ドリードへの祝電」の記事が，すべての有力紙にいっせいに現れ，足並みそろえた形で継続したこ

とから見ても，政府当局が操作した官製キャンペーンであった疑いが濃厚である。

結果から見れば，このキャンペーンは当初の目標を達成したといえよう。著名な大学教授・法律

家たちから成るユダヤ人代表はアンカラに出頭して政府当局と協議し，上述のローザンヌ条約の諸

条項に対する要求を公式に放棄すると同時に，オスマン帝国時代からユダヤ人コミュニティの最高

権威であった「ハハムバシ」（ラビ長老）のユダヤ教会堂（シナゴーグ）・ユダヤ人学校・病院・

養老院などに対する影響力を排除し，これらの施設の管理についてトルコ関係官庁の指導に服する

ことを宣言している。トルコの諸新聞が展開した反ユダヤ的キャンペーンは，これを機にぴたりと

収束したのである。

Ⅱ．エルザ・ニイェゴ殺害事件

12年８月1日の夕方，エルザ・ニイェゴという2歳のユダヤ人女性が，4歳のムスリム既婚男

性オスマン・ラグプによって，イスタンブルのガラタ街区の路上で刺殺される事件がおこった。犯

人オスマンは以前から被害者エルザに思いを寄せてつきまとい，エルザの家族が警察に通報したた

め一時は拘留されたがすぐ釈放され，再びストーカー的な行動を続けていた。この間にエルザが同

じユダヤ人の男性と婚約したことを知ると逆上し，エルザが姉妹と従姉妹との３人連れで歩いてい

たところを襲ったのである。オスマンはその場で逮捕されたが，エルザの死体は警察の調べが済む

まで犯行現場に放置され，駆けつけた母親が覆いをかけようとしたのも阻止された。逮捕された犯

人はその後精神鑑定のけっか精神病院に収容されたが，この寛大な処分は犯人がムスリムの名家の

出身であったためとユダヤ系市民には受けとめられた。

この事件は翌日の新聞にムスリムとユダヤ人の区別なく，若く美しく教育のある女性を見舞った

悲劇として書き立てられ，エルザの棺を運ぶ葬列には多くの興奮したユダヤ系市民が随行してパレ

ードを思わせる盛儀となり，あちこちで道路をふさいで通行人との衝突が発生した。ところが葬儀

の翌日から，事件に対するムスリム系新聞の論調が一変した。あたかもユダヤ系市民がエルザの葬

儀をトルコ共和国に対する示威行進として利用したかのような，きわめて反ユダヤ的な言説が記事

の過半を占めるようになった。ユダヤ系市民の間で購読者が多かった『ラ・レプブリク』（上記の

『ジュムフリエット』紙の仏語版）までが，次のような論説をかかげた。

ユダヤ人同胞はもっと慎重に行動してもらいたい。これらすべての示威行進の原因は何なのか。

ユダヤ人同胞は正義を要求してベヨウルの街路を大衆集会の場に変え，交通手段の運行を妨害し，

おなじみの「正義」というお題目を怒号している。だがユダヤ人同胞は，トルコ共和国が正義を維

持していることを知っているはずではないか。この騒動と示威行進は何のためなのか。トルコ共和

国とトルコ裁判所は，それぞれの義務をわきまえている。怒号したり示威運動をする必要はないの
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だ。法はすべてを超越している。裁判は神聖であり，その前ではギリシア人もトルコ人も，さらに

ユダヤ人も，何があろうと敬意をもって服さなければならない。だから根拠なき行動は控えよう。

不適切な言葉を発してはならない。ユダヤ人同胞は分別を持つべきである。

以上の記事は，かなり冷静で客観的な論調を示しているが，他の新聞の多くは激しい反ユダヤ的

記事であふれ，この事件がユダヤ人によってあらかじめ準備されていたという謀略説さえ現れた。

ユダヤ人指導者たちの反論と抗議は無視され，新聞の反ユダヤ言説に先導された形で，治安当局は

葬列に参加した９名のユダヤ系市民を逮捕し，「われらは正義を要求する」とか「卑怯なトルコ人」

といった国家侮辱のスローガンを叫び，数人の通行人に傷害を加えた疑いで法廷に引き出された。

多くの証言がなされたが，そのほとんどが事実に反する捏造であることが判明し，3日間の拘留の

後に全員が無罪の判決によって釈放された。

しかし，この間にも新聞の反ユダヤ論調はますます激化し，イスタンブルからイズミルまで飛び

火して，教員や学生，軍隊の内部にさえ呼応する者が現れた。教員と学生から成るグループは，集

会後に市内のユダヤ系病院やユダヤ司祭館に押し入って，ヘブライ文字による掲示などを引きはが

し，兵営内の集会は「殺人事件を口実にトルコ人を侮辱した卑劣なユダヤ人に対する要求」と題し

た公開書簡を発表して，次のような諸条項の実施を求めた。

１）トルコ国内ではヘブライ文字による印刷を許さない。

２）ユダヤ人学校を閉鎖する。

３）礼拝に専念せず，教師などを兼職するユダヤ教司祭の国外追放

４）兵役に服さないユダヤ人の国外追放

５）トルコ国外からユダヤ人にかかわる物資の持ち込み禁止

さらに彼らはトルコ全国民に向かって次のように呼びかけている。

１）トルコ語を話そう。外国語の使用はトルコに対する侮辱である。

２）みずからをトルコ人として意識し行動しない者のいる場所は，この国には存在しない。

３）この国に存する唯一の理念はトルコ民族主義である。

４）すべてのトルコ人の義務は信仰を守ることである。

以上に見られるように，彼らのいうトルコ人とは，非ムスリムに対するムスリムのトルコ人を意

味していた。この事件によって，反ユダヤ言説は初めてジャーナリズムの枠内から大衆の間に浸透

したように見えるが，それはまだ言葉のうえにとどまり，ユダヤ人に対して直接的な危害を加えた

例はほとんど見られない。しかし，ムスリム男性によるユダヤ人女性の殺害は，被害者のユダヤ人

側ではなく，加害者のムスリム社会の側から攻撃的な反応を呼び起こすという結果になった。

この事件に対して，トルコ政府は裁判によって決着がつくまでの一カ月あまり，事態に介入せず

に見守る姿勢をとり続けたが，最終的には事件の沈静化のための動きをしめし，イノニュ首相は彼

に直訴した砲兵学校時代の老ユダヤ人教官を慰める手紙を送り，大国民議会のカラベキル議長はイ

スミルのユダヤ人代表団と会見して彼らの訴えに耳を傾け，事件後の反ユダヤ言説の正当性をきっ

ぱりと否定した。
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Ⅲ．トラキア・ユダヤ人襲撃事件

トルコのヨーロッパ側領土，イスタンブルからギリシア国境に近いエディルネにいたる地域は，

トラキアという古称で呼ばれている。13年，この地域に住んでいたユダヤ人の大多数が，家と土

地を放棄してイスタンブルに避難する事件がおこった。

７月３日の夜，一団の暴徒がクルクラレリ市のユダヤ人街を襲って，略奪と放火と暴行を働いた。

警察はまったく動かず，ユダヤ系市民は残された家財道具をかき集めて避難を始めた。同日エディ

ルネでも同様の事件が発生し，ここでは警察と憲兵隊が出動して緊張した空気になった。

７月４日の朝，クルクラレリからエディルネに到着した避難民がユダヤ人襲撃の惨状を知らせた

ため，トラキア最大の都市でユダヤ人が密集していたエディルネはパニック状態におちいった。多

数のユダヤ系市民が家を捨てて脱走を開始し，残された空き家はならず者たちが略奪しはじめた。

ウズンキョプリュでも，警察当局はユダヤ人を守る態勢を取る一方，彼らに避難するよう勧告した。

トラキアの多くの町が，同じ７月３日に暴徒の襲撃にさらされ，７月４日にはトラキアのユダヤ人

の大部分，100～100人の避難民がイスタンブルに到着した。

トルコの新聞はこの時点で初めて事件を報道し，トラキアのユダヤ人が圧迫され脅迫されてイス

タンブルに逃げてきたと伝えた。トラキアのユダヤ人に対する暴徒の襲撃が事前に計画されたこと

は明らかで，すべての新聞が７月４日までこれに気がつかなかったというのは不自然であった。事

件当日は夏の別荘にいたイノニュ首相は，７月５日に首都アンカラにもどって臨時国民議会を召集

し，「過日の憂慮すべき事件」を「アンティ・セミティズム」事件と規定し，「トルコ人はかつて反

ユダヤ主義者であったことはない。反ユダヤ主義は時おり外部から浸透してくる。今回の事件も国

境外から教唆されたものである。このような運動の存在はトルコでは決して許されないだろう」と

いう声明を出した。さらにトラキア地方のすべての官憲に必要な指令を与えたこと，事件をただち

に収束して避難民が帰還できるように取り計らったこと，襲撃の犯人は逮捕され，裁判をへてきび

しく処罰されるだろうと宣言した。これに続いてシュクリュ・カヤ内務相が現地に派遣され，ユダ

ヤ系被害者にたいして直ちに権利回復の訴えを起こすように呼びかけた。

しかし，ユダヤ系市民の多くは何故か上述のイノニュ首相の声明をアタチュルク大統領の発言と

して受けとめ，逆にイノニュ首相こそ今回の事件の背後の黒幕であったと信じこんでいた。このよ

うな誤解が生じたのは，事件の首謀者たちがしばしばイノニュ首相の名を隠れみのにして反ユダヤ

宣伝を展開してきたためで，トラキア地方の官憲が事件の発生に対して特に警戒しなかった理由は，

①トルコ地方官吏に特有の怠惰さ，②ユダヤ人マイノリティに対する圧迫が日常的であったこと，

に求められよう。

事件後のトラキアでは内務相と憲兵隊司令官の指揮下に戒厳令がしかれ，治安はほぼ完全に回復

された。内務相は記者会見で反ユダヤ主義に言及し，「最近の西欧諸国で流行しているこの運動は，

時おりわが国にも圧力を加えている」と述べた。これ以後すべての新聞がイノニュ首相の声明を支

持して政府の発表を忠実に伝え，ユダヤ系市民に対して同情的な呼びかけを行い，クルクラレリの
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襲撃を「トルコ共和国の汚点」とみなす論説さえ見られた。

トラキア地方の反ユダヤ主義は第一次世界大戦以後に発生し，11～2年の英・仏その他の連合

国による占領と祖国解放戦争の間にしだいに強力なものになった。オスマン帝国が倒れてトルコ共

和国が成立すると反ユダヤ主義の動きは沈静化したが，13年にヒットラーのナチス政権が出現し

てから，その影響を受けて勢力を回復し，「血の純潔」といったスローガンを使用して新聞などに

よる宣伝活動を進めていた。二人のイデオローグ，アトスズとアティルハンは元来「トゥラン主

義」や「トルコ主義」を標榜した右翼知識人で，支持者や同調者の思想的傾向も同様であった。彼

らはトルコ・ムスリム大衆の間に潜在した反ユダヤ感情を巧みに扇動する一方，脅迫的な反ユダヤ

言説と暴力によってユダヤ系市民の追放をめざしていた。

ところで，７月３日のユダヤ人襲撃の規模は，事件後の調査によって意外に小規模で無秩序であ

ったことが判明した。ユダヤ系市民の大部分がほとんど無抵抗のまま逃走した原因としては，①地

元のムスリム・トルコ官憲の保護をほとんど信頼していなかったこと，②ユダヤ人富裕層にたいす

る嫉妬と憎悪を隠さないムスリム大衆にたいする不安感，③まさにこの頃いわゆる「強制移住法」

が政府の日程に上がっていたことなどが考えられる。

「強制移住法」は国防その他の緊急な必要が生じた場合に，特定の地域の住民を集団的に他の指

定地域に移住させることを可能にする法律で，当初は13年代に不穏な動きを示していたアナトリ

ア東部のクルド人を対象としていた。反ユダヤ主義グループはトラキアを西部国境の軍事地帯とし

て要塞化するために，「強制移住法」を適用してユダヤ系住民を排除し，ムスリム=トルコ人に入れ

替えることを主張し，この計画がイノニュ政府承認の政策であるかのように宣伝したため，現地の

ユダヤ系市民の多くがこれを信じていた。彼らはユダヤ人移住計画の首謀者がイノニュ首相自身で

あると想定し，ユダヤ人襲撃は政府の暗黙の承認を得て遂行されていると思い込んだため，まさに

孤立無援のパニック状態で逃避する結果となったと言えよう。

トラキアから避難したユダヤ系住民の一部（公式発表では30人）は治安回復後に帰還したが，

大部分（同じく100人）は避難先のイスタンブル，なかでもオリエント鉄道の終着駅があるシル

ケジ地区に住み着いた。この事件の経過に見られる特徴の一つは，これまで反ユダヤ言説の主要な

舞台を提供し，反ユダヤ感情を扇動することが多かった一般の新聞が，終始トラキアの反ユダヤ運

動を非難し，ユダヤ人被害者に対する同情を明らかにした点にある。これはこの事件が従来の反ユ

ダヤ事件と異なり，ヒットラー台頭後のナチスの反ユダヤ主義が，首謀者の思想と行動形態にはっ

きりと影を落としていたためであろう。

まさにこの頃，ナチズムに追われた多くのユダヤ系ドイツ人がトルコ政府の承認の下に入国を許

され，アンカラやイスタンブルの大学に教官として迎えられた学者も少なくなかった。桂離宮など

の研究で知られるユダヤ系ドイツ人建築家ブルーノ・タウトは，13年から13年に死去するまで

トルコに滞在し，ボスポラスの岸辺に建てた自宅は「タウトの家」と呼ばれて今では観光名所の一

つになっている。トルコはナチズム全盛期のヨーロッパで，反ユダヤ主義のもっとも浸透していな

い国家と見られ，イスタンブルは亡命ユダヤ人たちの移住の中継地，または情報収集センターとな
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っていた。第二次世界大戦前のトルコでは，国内のユダヤ系市民と，ドイツなど西欧諸国出身のエ

リート・ユダヤ人とに対して，ダブル・スタンダードが存在していたと言えるだろう。

Ⅳ．「富裕税」とユダヤ人資産家

13年1月，トルコ共和国の父アタチュルク大統領が死去し，翌年９月に第二次世界大戦が勃発

した。トルコは新大統領イノニュの下で，14年２月の対日・独宣戦布告にいたるまで中立を守っ

たが，大戦が終結するまで軍事予算を倍増させ，10万の兵力を維持する臨戦体制を余儀なくされ

た。戦時体制のため農業生産は低下して食糧難をもたらし，物資欠乏のため激しいインフレを引き

おこした。

14年1月，政府（サラチオール首相）は財政難への対策の一つとして，「富裕税」（Varlık
 

Dergisi =Capital Tax）という臨時課税を決定した。「富裕税」の対象はイスタンブル・イズミ

ル・アンカラなど大都市の資本家・企業家・商人にしぼられ，ユダヤ・ギリシア・アルメニア人マ

イノリティの資産家が最大の標的となった。「富裕税」の施行はきわめて不備な手続きによって推

進された。政府と民間の代表（すべてムスリム）から成る査定委員会が各地に設置され，何ら客観

的な基準を設けずに課税対象と課税額を決定し，しかもこの決定を文書ではなく口頭で伝達した。

非ムスリム資産家に対する課税額はムスリム資産家に比してはるかに高く，少なくとも５倍以上に

査定される場合が多かった。

この決定は何らの修正も許されない最終決定として，納税は即時に現金で行うことが要求され，

支払い不能の場合は動産・不動産のすべてを没収され，懲罰として地方の鉱山などの強制労働キャ

ンプに収容された。強制労働に服した者は全期間を通じて10人に達したが，そのうち80人はユ

ダヤ人で70人はギリシア人かアルメニア人であった。「富裕税」は14年３月に停止されたが，こ

の間に多数の非ムスリム資産家が財産を失って没落し，なかでもユダヤ系の商人や企業家が被った

損害は再起不能なほど苛酷なものであった。「富裕税」はトルコ共和国憲法の平等の原則に背馳し，

非ムスリム市民に対する差別と迫害に他ならなかったが，これほどの悪法がほとんど抵抗なく実施

されたのは，戦時体制下のトルコの特殊状況を考え合わせる必要があるだろう。この政策を採用し

たサラチオール首相は右翼的な民族主義者として知られ，「民族主義とは人種だけでなく，文化の

問題でもある」などと発言する人物であった。

サラチオール首相の政策がナチズムの反ユダヤ主義に影響されたかどうかは別として，「富裕税」

を担当したジャヒット財務長官は，こうした疑惑に対して「トルコにはアンティ・セミティズムは

存在しない。ユダヤ人が我々の血を吸ったことなどなかったし，トルコ人は何人にも血を吸う余地

を与えないほど賢明で強力である。このような疑惑はトルコ人とユダヤ人の双方を侮辱するもので

ある」と発言している。しかし，このような言葉使いそのものに，ナチズム的発想が投影している

気配は否定できない。

戦時体制下の物資欠乏とインフレに苦しむトルコ社会では，富裕な資産家に対する反感と疑惑が

増大し，すでに跋扈しはじめていた買い占め・売り惜しみ・闇取引の悪質業者たちと同一視する傾
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向が強まっていた。さらに大都市における資産家階層を構成していたユダヤ・ギリシア・アルメニ

ア系資産家は，同じムスリムの資産家よりも大衆の嫉妬と怨嗟の標的にされやすかった。すでに

14年に公布された「国防法」と新たな「富裕税」の適用を受け，圧倒的な多数者であるムスリム

大衆の監視のなかで，ユダヤ系をふくむ非ムスリム資産家たちに抵抗の手段は残されていなかった。

財産を没収されて強制労働に服したあるユダヤ人資産家は，ドイツ占領下の同胞が「ホロコース

ト」の犠牲となったのに比べて，トルコのユダヤ人ははるかに幸運であったと回想している。「富

裕税」に苦しむユダヤ系資産家の姿は，ムスリム大衆のユダヤ人に対する偏見と反感を軽減させ，

さもなくば起こりえた反ユダヤ活動を防止したという見方もあるが，この悪法はユダヤ人たちにト

ルコ共和国に対する決定的な不信感を植え付け，大戦後のイスラエル移住への最大の動機となった

のである。

ユダヤ・ギリシア・アルメニア系の非ムスリム資本が，オスマン帝国時代からトルコ経済に占め

続けたシェアは「富裕税」の適用によって激減し，彼らのシェアを横領するような形で新興のムス

リム=トルコ人資本家が登場した。その代表と目されるサバンジュ財閥の当主サクプ・サバンジュ

は，「かつてトルコの経済はイスハクやサラモンが仕切っていたが，いまやそうではなくなった」

と明言している。イスハク（イサク）やサラモン（ソロモン）は，トルコではもっともありふれた

ユダヤ人の名前である。

Ⅴ．イスラエルへの集団移住

14年５月1日，英国委任統治下のパレスチナでイスラエル国家の独立が宣言された。前年1月

の国連総会でトルコはパレスチナ分割案に反対票を投じ，イスラエル独立直後に勃発したユダヤ・

アラブ間の第一次中東戦争では中立の立場を表明した。しかし，トルコの世論は圧倒的にアラブ側

を支持し，新聞の論調は比較的冷静であったが，大衆向けのマイナーな新聞はトルコとイスラエル

のユダヤ人を意図的に混同させて，ユダヤ人に対する差別と偏見に満ちた記事や漫画を掲載し続け

た。しかし，14年３月，戦争がイスラエルの勝利をもって終わると，トルコ政府はただちにイス

ラエル国家を承認し，これに続いてトルコのユダヤ人の集団的なイスラエル移住が開始された。

トルコのユダヤ人は，これまで国際シオニズム運動に関心を示さず，パレスチナ移住者の数は限

られていたが，戦争終結後のイスラエルに向けて，ただちに40人のユダヤ人が出航していった。

ユダヤ人の大量出国は，彼らが祖国トルコを見捨てたような印象をムスリム大衆にあたえ，トルコ

政府の対応も微妙な動揺を見せた。国内の世論とアラブ諸国からの圧力におされたハサン・サカ首

相は，まずユダヤ人の出国を全面的に停止させ，ついでイスラエル向けだけを除外して出国禁止を

解除した。このためトルコのユダヤ人は，イタリアやフランスを経由してイスラエルへの移住を続

けた。トルコのいくつかの新聞はユダヤ系市民のイスラエル移住が，当時のソビエトや西欧諸国の

共産主義者と通じた国際的な陰謀であると書き立てた。こうした反ユダヤ・反イスラエル的な言説

に対抗して，ユダヤ系のエリ・シャウル博士はイズミルの新聞に寄稿し，イスラエルに移住したユ

ダヤ人がトルコの良き宣伝者になりうること，トルコ人であることとユダヤ人であることは何ら矛
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盾しないことを強調している。

14年，ギュナルタイ政府が発足すると，ユダヤ人の出国に関する禁止と制限はすべて撤廃され，

イスタンブルとイズミルからイスラエルのハイファに向かう直通航路によって2,36人のユダヤ人

がイスラエルに移住した。15年にはイスラエル国内のトルコ系ユダヤ人は4,65人に達し，18

年には現地での人口増加によって８万人の大台に達した。

15年，トルコ共和国で初めて複数政党による選挙が実施され，一党独裁の続いた共和人民党に

代わって民主党のメンデレス政権が成立した。メンデレス首相はアメリカからの経済援助を梃子に

した自由化政策を推進し，経済から宗教にわたる国家統制を大幅に緩和した。これはユダヤ人をふ

くむ非ムスリム市民にとって歓迎すべき変化であったが，にもかかわらずユダヤ人のイスラエル移

住が「エクソダス」のような規模で続けられたのは，現状に対する不満よりも過去の苦しい体験，

とくに大戦中の「富裕税」による圧迫の生々しい記憶が，彼らを出国に踏み切らせたと言えよう。

Ⅵ．トルコ化とアイデンティティ

トルコ共和国成立の当初，ユダヤ・ギリシア・アルメニア系市民の自治権は，ローザンヌ条約第

3-4条のマイノリティ保護規定によって守られるはずであった。しかし，これらの条項はいわば

オスマン帝国の宗教共同体「ミッレト」の遺制を，西欧列強の後見によって維持したような側面を

持っていたから，国家主権の確立を至上の目標とするトルコ共和国にとって，とうてい受け入れが

たいものであった。こうして12年９月1日，ユダヤ教主席ラビのハイム・ベジェラノは，「自ら

の意志」でローザンヌ条項の放棄を宣言し，これ以後ユダヤ系市民は他のすべての市民と均等に，

トルコ共和国の法に服することを義務づけられた。

アタチュルク政権の掲げた「政教分離」の綱領は，イスラーム社会に対すると同時にユダヤ教コ

ミュニティにも適用されたので，主席ラビを頂点とするユダヤ教会組織は解体され，ユダヤ人社会

にとって重大な意味をもつ「トーラ」や「タルムード」による伝統的な教育体系は，教育の世俗化

政策によって崩壊させられた。また言語の面においても，アタチュルク政権は「文字革命」（アラ

ビア文字を廃止してローマ字を採用）や「トルコ語浄化」（アラビア・ペルシア語源の語彙をトル

コ語に置き換える）に見られるように国家言語の確立に熱意を燃やし，これは民衆レベルでは「ト

ルコ語を話そう」運動となって，トルコ語以外の言語を排斥する方向に進んでいたことは前述した

とおりである。

トルコのユダヤ人はオスマン帝国時代から，国家の統治にもっとも従順な臣民として認められ，

帝国末期の混乱期に背反的な動きを見せたギリシア・アルメニア系市民との際立った対照をなして

いる。トルコ共和国においても，彼らの国家に対する忠誠と従順は変わることがなかった。セファ

ルディーム系が多数を占めるトルコのユダヤ人は，19年のグラナダ陥落以来，イベリア半島から

の「エクソダス」を受け入れ続けたオスマン帝国に対する感謝を忘れず，19年には盛大な50年

記念式典が開催されている。にもかかわらず，トルコ社会におけるユダヤ人がしばしば不信と差別

の対象とされたのは，オスマン帝国からトルコ共和国にいたる転換期にギリシア・アルメニア系市
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民の勢力が後退し，代わってユダヤ系市民が非ムスリムを代表する勢力として突出したためとも言

えるだろう。

ユダヤ系市民はできるだけ自らを顕示することを避け，積極的にトルコ語を習得してトルコ人と

同じ学校に入り，兵役にも服して国家の政策に積極的に協力した。明らかに不当な差別や攻撃に対

してもあえて反論せず，過剰適応とも見える姿勢をとり続けてきた。トルコのユダヤ人の第一言語

としてトルコ語が占める割合は，14年に男性で4％，女性では1％であったが，16年には男女

とも10％に達している。セファルディーム系ユダヤ人の母語であったラディーノ（ユダヤ・スペ

イン）語は，かろうじて高齢女性の第二言語として使用されているが，若い世代にとってはまった

く未知の言語となっており，言語における世代間の断絶は決定的である。

トルコのユダヤ系人口の推移は，オスマン帝国からトルコ共和国にかけて減少傾向を見せつづけ

ている。

オスマン帝国期 10 26,03

11 17,03

トルコ共和国期 12 8,82

14 7,95

15 4,95

16 4,98

16 3,27

16年以後，トルコの国勢調査は宗教・民族別の統計を取らなくなったが，15年代に集中した

イスラエル移民によって大幅に減少したことは明らかである。現在のユダヤ系人口はさまざまな推

計がなされているが，おおよそ200から200人程度と見積もられている。その大部分はイスタン

ブルに住み，残りはイズミル，ブルサ，アンカラなどに分散している。

トルコのユダヤ人は「ゲットー」に隔離されることはなかったが，イスタンブルではオスマン帝

国期から，金角湾岸のバラト地区や対岸のベヨール地区のユクセク・カルドゥルム街区などがユダ

ヤ人街として知られていた。しかし，共和国期を通じてユダヤ系市民のトルコ社会への同化が進行

すると，彼らはトルコの一般市民が住む近代化された住宅地に積極的に移住して行った。ユダヤ系

人口の減少とユダヤ人街の消滅によって，トルコ社会におけるユダヤ人の姿はますます見えにくく

なっている。これはある意味で彼ら自身が求めた結果であったが，ユダヤ人としてのアイデンティ

ティの保持には困難さが増している。こうした状況に対応するものとして，近来いくつかの新しい

動きが見えはじめた。

ユダヤ教会の頂点をなす主席ラビの座は，13年ハイム・ベジェルノが死去してから空位となっ

ていたが，15年にラファエル・サバンが選挙によって推戴され，16年に彼が死去すると直ちに

ダヴィド・アッセオによって継承された。ユダヤ教会組織はユダヤ教徒の個人的な宗教儀式（誕

生・死亡・結婚・離婚・改宗など）に積極的に関与し，教会堂（シナゴーグ)・学校・病院などの

施設の管理に尽力しているが，これらの施設はイスラームのモスクやコーラン学校と同じく，「ワ
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クフ（宗教財団）総局」を通じて国家の監督下におかれている。

現在のトルコ・ユダヤ教会は欧米のそれに比べて厳格な伝統尊重派として知られ，このため若い

世代の教会離れの傾向が目立っている。イスラエルへの移住は個人的なものにとどまるようになり，

ユダヤ系の若者の中にはムスリムとの結婚やイスラームへの改宗が見られるほど，ムスリム社会と

の同化の進行が顕著である。一方，ムスリム市民のユダヤ人に対する理解度は教育の程度に比例し

て高まり，両者の関係は従前になく改善されている。

しかし，イスラーム復興運動の同調者のなかには，パレスチナ・アラブ人に対する同情から反イ

スラエル・反ユダヤの感情をもつ者もいる。彼らのまき散らす新聞・パンフレット・出版物には反

ユダヤの言説があふれているが，そのほとんどが欧米の俗悪な反ユダヤ宣伝の受け売りにすぎず，

ここに取り上げる必要は見いだせない。トルコでの反イスラエル活動は国外からの指導と資金を受

けて，イスタンブル駐在イスラエル総領事の暗殺（17），礼拝中のシナゴーグの爆破（18）な

どと悪化したが，これらのテロ事件はムスリム市民にも被害をもたらし，トルコの世論にユダヤ人

に対する同情と連帯感を喚起する結果となっている。

現在のトルコのユダヤ人は，もはやマイノリティというより在留外国人なみの少数者であるが，

彼らのアイデンティティはユダヤ系特有の姓名，都会的な洗練された趣味と挙動，広い視野に立っ

た国際的な活動などにもっとも顕著に現れている。これらの特性は彼らにとってのメリットである

だけでなく，トルコの将来の発展にも大きな貢献をなし得るもので，ムスリム・トルコ人の多くが

そのように理解していると思われる。

お わ り に

トルコ共和国におけるユダヤ人の8年余りの歴史は，苦難と忍従の連続であった。多くのユダヤ

人同胞がイスラエルに移住し，人口は８万人から２万人までに減少した。トルコ共和国のユダヤ系

市民に対する対応は，公平に見てオスマン帝国の寛容さと公正さに及ばなかったと言えよう。この

格差は第一に，多民族からなる帝国と単一民族をめざした国民国家との差異から出たものであろう。

第二に考えられるのは，共和国期の反ユダヤ感情が，多分に為政者によって操作されたものでは

なかったかということである。アタチュルク以後の共和人民党独裁期に頻発した反ユダヤ的な事件

には，なぜか共通のパターンが認められる。まず新聞や一部の言論人が扇情的な反ユダヤ言説を展

開し，これに呼応して世論らしきものが形成され，大衆の一部が反ユダヤ的な実力行動をおこして

も政府当局は静観の立場をとり続け，最後の局面に出てきて調停者として事態を収束する。ところ

が結果的には，ローザンヌ条約のマイノリティ条項の放棄（マドリードへの祝電事件）とか，トル

コ語化運動の推進（エルザ・ニイェゴ事件）とか，国境地帯の軍事要塞化（トラキア・ユダヤ人襲

撃事件）とかいった目標が，易々と達成されたのである。共和人民党の一党独裁期のトルコでは，

現役のジャーナリスト代表が国会議員を兼ねている場合が多く，大多数の新聞が政府の世論操作に

加担していた疑いが濃厚である。

第三に注目されるのは，ナチズムに代表される西欧の反ユダヤ主義言説の間接的な影響であろう。
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ユダヤ人コミュニティに決定的な打撃をあたえ，イスラエルへの集団移住への引き金となった「富

裕税」の適用は，いかに当事者が否定しても，ナチズムのユダヤ人政策との関連を度外視しては理

解できない。

アタチュルク以来の共和人民党の一党独裁は15年に終わりを告げ，複数政党による自由選挙が

開始されてから現在まで，トルコの政情は危機と混乱が続いているが，組織化された反ユダヤ運動

に類するものは後を絶っている。もっとはっきり言えば，反ユダヤ運動の標的になりうるようなユ

ダヤ人コミュニティは，もはやトルコには存在していない。トルコ共和国で頻発したユダヤ人迫害

事件は，基本的に軍部独裁政権であったアタチュルク体制の暗い部分から発生したもので，その結

果，オスマン帝国初期からトルコの大都市住民の重要な要素をなしてきたユダヤ人コミュニティは，

歴史の舞台から消え去ったと言えよう。
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